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主な学会活動の紹介 

○ 環境アセスメント書籍の発刊 
 

『環境アセスメント学⼊⾨  
―環境アセスメントを活かそう―』 

環境アセスメント学会／編、Ｂ５版、
2019、恒星社厚⽣閣 

（特徴） 
・持続可能な社会をつくるために不可

⽋な環境アセスメントのイロハをコ
ンパクトにまとめた環境アセスメン
ト必須の⼊⾨書 

・実際の例を取りあげ、具体的にアセ
スメントの進め⽅を解説 

・スモールアセス、SDGs など今後の環
境アセスメントの重要なポイントを
解説 

・実務での参考書として、また学校で
の教科書として使⽤できるよう⼯夫 
 

【⽬ 次】 
はじめに 

第１部 環境アセスメントを知る 
 第１章 環境アセスメントの⼼得 

第２章 環境アセスメント図書はど
のように作られているのか 

第２部 環境アセスメントの制度 
第３章 国の制度／環境影響評価法

の概要 
第４章 地⽅公共団体の制度の概要 
第５章 諸外国の制度の概要 

第３部 環境アセスメントを⽀える仕組み 
 第６章 環境アセスメントの技術指針 
 第７章 追跡調査 
 第８章 情報交流 
 第９章 審査会 

第４部 ケーススタディ 
第 10 章 藤前⼲潟 

 第 11 章 愛・地球博 
 第 12 章 都⼼部開発事例 

第５部 環境アセスメントの新たな展開 
 第 13 章 スモールアセスの勧め 

第 14 章 持続可能な社会の実現に
向けて（SDGs への貢献） 

 （１）SDGs の達成と環境アセスメン
トの活⽤ 

 （２）政策や事業計画の⽴案検討段階
における戦略的環境アセスメント 

 （３）気候変動対策と環境アセスメント 
 （４）環境に関わる情報基盤の強化、

情報共有の推進 
 （５）これからの技術⼿法 
 （６）国際展開 

 

 



 

76 主な学会活動の紹介    

学会創⽴ 20 周年記念誌 

『環境アセスメント学の基礎』 

環境アセスメント学会／編、Ｂ５版、
2013、恒星社厚⽣閣 

（特徴） 
・環境アセスメントの今⽇の学術的、

実務的知⾒を集⼤成し、環境アセス
メントの専⾨技術者をめざす⽅たち
に利⽤いただける標準的なテキスト 

・これから環境アセスメントを学ぼう
とする初学者や学⽣、さらには新たに
この分野の⾏政実務等にあたること
となった⽅々を念頭にとりまとめた 

・⼤学、⼤学院における講義テキスト
として活⽤できるように構成されて
いる。 

・⽂系、理系、⽂理融合系のいずれの分野
で⾏われる講義でも⼀つの⽅向性を持
って講義に利⽤できるように構成 
 

【⽬ 次】 

第１章 環境アセスメントとは何か 

第２章 持続可能性に挑戦する環境ア
セスメント 

 
第３章 環境科学の基礎に⽴つ環境ア

セスメント技術・⼿法 
 
第４章 環境アセスメントの実際 

第５章 制度としての環境アセスメン
ト 

第６章 わが国の国際協⼒における環
境アセスメント 

第７章 ⼈材育成と実践 

資 料［環境アセスメント学会について］ 
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○ 環境アセスメント⼩冊⼦の発⾏ 

本冊⼦は学会が編集している。内容は学会
ホームページからダウンロードが可能である。 

『環境アセスメントを活かそう
「環境アセスメントの⼼得」』 

第 1 版︓2008 年 6 ⽉発⾏ 
第 2 版（改定版）︓2014 年 8 ⽉発⾏ 

１．環境アセスメントの機能 
２．環境アセスメントの仕組み 
３．環境アセスメントの設計 
４．環境アセスメント実施のポイント 
（１）調査  
（２）予測  
（３）評価 
（４）環境保全対策 
（５）追跡調査 
（６）情報交流  
（７）審査 

５．環境アセスメントを活かすために 

参考１．国の制度 
参考２．地⽅の制度 
参考３．諸外国の取り組み 
参考４．環境アセスメント⼩冊⼦⼀覧 

 

 
『環境アセスメント審査会ってな

〜に︖「環境アセスメント審査
会のあり⽅」』 

第 1 版︓2011 年 1 ⽉発⾏ 

１．環境アセスメント審査会の役割と
位置づけ 

２．審査会の委員 
（１）委員構成 
（２）委員に求められること 
（３）選任⽅法 
（４）任期 

３．運営⽅法 
（１）開催時期・頻度 
（２）審議内容 
（３）関係者の役割 
（４）アセスメント図書の審査⽅法 

４．審査会の公開と広報 
５．今後のあり⽅ 
 
参考１．東京都の場合 
参考２．埼⽟県の場合 
参考３．⼭梨県の場合 
参考４．川崎市の場合 

 

 
 



 

78 主な学会活動の紹介    

学会創⽴ 20 周年記念誌 

 
『環境アセスメントにおける調査

ってな〜に︖「調査の在り⽅〜事
後調査を中⼼に〜」』   
第 1 版︓2012 年 3 ⽉発⾏ 

１．事後調査の意義と⽬的 
２．事後調査の進め⽅ 
３．事後調査計画書 
（１）位置づけ・構成 
（２）調査時期・地点・頻度 

４．事後調査の実施・分析・評価 
（１）事後調査の実施 
（２）調査結果の分析・評価 

５．追加的環境保全措置の検討・実施 
６．事後調査報告書 
７．事後調査にかかわる多様な⼈たち 
８．今後のあり⽅ 

 

『スモールアセスの勧め「⾃主アセ
ス・ミニアセスなどを中⼼に」』 
第 1 版︓2013 年 5 ⽉発⾏ 

１．スモールアセスの意義 
２．スモールアセスの設計 
（１）設計の基本的な考え⽅ 
（２）実施⼿順 
（３）評価項⽬の絞り込み 
（４）調査・予測及び評価の⼿法 

 
（５）外部との情報交換・公表の仕⽅ 
（６）公表⽂書の作成 

３．スモールアセスの実施 
４．期間・費⽤ 
５．スモールアセスの展開に向けた課題 

 
 

『適切な環境配慮を組み込むために 
「環境アセスメントにおける情報

交流の基本」』 
第 1 版︓2014 年 7 ⽉発⾏ 

１．情報交流の意義とポイント 
２．環境アセスメントの各段階におけ

る情報交流 
（１）事業の計画段階 
（２）環境アセスメントの設計段階 
（３）環境アセスメントの実施段階 
（４）事業の実施・供⽤段階 

３．情報交流に関わる⼈々 
（１）事業者 
（２）⾏政 
（３）専⾨家・学識者 
（４）実務者 
（５）市⺠・NGO 
（６）情報交流に関わる⼈々の相互関係 
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４．情報交流の場 
（１）様々な機会 
（２）より積極的な機会の創出 
５．情報交流に係る課題 

 

『環境アセスメントの技術指針っ
てな〜に︖「技術指針のかしこい
使い⽅」』  

第 1 版︓2016 年 2 ⽉発⾏ 

１．技術指針の役割（機能） 
２．技術指針に⽰されている内容（概要） 
３．技術指針の内容と使い⽅のポイント 
（１）事業特性・地域特性の把握 
（２）項⽬の選定 
（３）調査・予測・環境保全対策（⽣

活環境系） 
（４）調査・予測・環境保全対策（⾃

然環境系） 
（５）評価 
（６）追跡調査 
（７）図書の作成 
（８）情報交流 
 

 
 

 
４．技術指針を活かすために 
参考１．国の技術指針（基本的事項、主

務省令） 
参考２．地⽅公共団体の技術指針 

 

『環境アセスメント図書を読み解く 
「準備書はどのように作られてい

るの︖」』  

第 1 版︓2017 年８⽉発⾏ 

１．準備書はどのように作られている
のか 

２．環境に影響を与える主な⾏為には
何があるのか（影響要因） 

（１）排気ガス 
（２）⾳ 
（３）排⽔ 
（４）⾵ 
（５）⼟地改変 
（６）景観 

３．事業特性と地域特性を踏まえた環
境影響評価項⽬の選定 

（１）事業特性と地域特性を踏まえた
環境影響評価項⽬の選定 

（２）ケーススタディ 
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学会創⽴ 20 周年記念誌 

 

 
 

『事例で読み解くアセスの効果（役
割）「アセスに関わって地域を良
くしよう︕」』 

第 1 版︓2020 年３⽉発⾏ 

１．藤前⼲潟 
２．愛・地球博 
３．都⼼部開発事例 
４．調査、予測、評価に取り組む姿勢 
５．ステークホルダーとの交流が⽣み

出すコミュニケーション 
６．環境アセスメントが機能し、効果的

な意思決定につながるための体制 
 

 

 
７．地域や社会の持続可能性に果たす

役割 
８．アセスに関わって地域を良くしよ

う︕ 

『先⼿先⼿の環境配慮が肝⼼「配慮
書を活⽤しよう」』 

第 1 版︓2021 年 9 ⽉発⾏ 

１．配慮書の機能と⼿続 
２．⼿法と技術 
（１）複数案の設定 
（２）調査予測評価の範囲（項⽬の選

定含む） 
（３）調査予測評価の⽅法 

３．事例で⾒られた役割 
（１）道路 
（２）公有⽔⾯埋⽴ 
（３）⽕⼒発電所 
（４）⾵⼒発電所・太陽電池発電所 

４．今後の⽅向性 
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○ 環境アセスメント学会誌の発⾏ 

学会誌は 2 ⽉、8 ⽉の年 2 回発⾏して
いる。各号の特集テーマ等は次の通りで
ある。 

１巻１号 (2003 年) 

１巻２号 (2003 年) 
特集「環境アセスメントにおける⽣態系

の評価」 

２巻１号 (2004 年) 
特集「GIS と環境アセスメント／2003

年度研究発表会報告」 

２巻２号 (2004 年) 
特集「国際協⼒と環境アセスメント」 

３巻１号 (2005 年) 

３巻２号 (2005 年) 

４巻１号 (2006 年) 

４巻２号 (2006 年) 

５巻１号 (2007 年) 

５巻２号 (2007 年) 
特集「戦略的環境アセスメントの制度と実態」 

６巻１号 (2008 年) 
シンポジウム報告「環境影響評価法運⽤

の 10 年」 

６巻２号 (2008 年) 
特集「環境アセスメントと合意形成」 

７巻１号 (2009 年) 
特集「⼲潟⽣態系の環境影響評価技術」 

７巻２号 (2009 年) 
特集「⽣物多様性条約 COP10 と環境ア

セスメントの動向」 

８巻１号 (2010 年) 
シンポジウム報告「アセス法改正 総合研

究会報告書について」 

 
８巻２号 (2010 年) 

特集「環境アセスメントの歴史に学ぶ」 

９巻１号 (2011 年) 
シンポジウム報告「⽣物多様性保全にお

ける環境アセスメントの役割」 

９巻２号 (2011 年) 
特集「スモールアセス・簡易アセスの動向」 
⼩特集「東⽇本⼤震災・原発事故とアセ

スメント」 

10 巻１号 (2012 年) 
シンポジウム報告「エネルギー政策選択

に向けた戦略的環境アセスメント」 
シンポジウム報告「アセス法のこれまで

とこれから」 

10 巻２号 (2012 年) 
特集「地熱発電と環境アセスメント」 
セミナー報告「コミュニケーションにつ

いて」 

11 巻１号 (2013 年) 
シンポジウム報告「アセス法改正による地

⽅⾃治体条例の動向」 
シンポジウム報告「環境アセスメントに

おける⽣物多様性分野の定量評価と
ミティゲーション・ヒエラルキー」 

11 巻２号 (2013 年) 
特集「⾵⼒発電と環境アセスメント」 

12 巻１号 (2014 年) 
シンポジウム報告「スモールアセス〜⾃主

アセス・ミニアセスの動向」 
シンポジウム報告「環境アセスメントの

新展開〜配慮書⼿続の運⽤の課題と
期待」 

12 巻２号 (2014 年) 
セミナー報告「環境影響評価における海

洋⽣態系調査の現状と技術開発」 
特集「復興アセス」 
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学会創⽴ 20 周年記念誌 

 
13 巻１号 (2015 年) 

シンポジウム報告「化⽯エネルギーの有効
活⽤と環境アセスメントとの関わり」 

シンポジウム報告「再⽣可能エネルギー
と環境アセスメント」 

13 巻２号 (2015 年) 
セミナー報告「環境影響評価に関する技

術⼿法の最新動向（Ⅰ）」 
特集「環境社会配慮」 

14 巻 1 号 (2016 年) 
シンポジウム報告「わが国の環境アセス

メントと国際社会」 
特別集会報告「地熱発電所など冷却塔排気

の環境アセスメント技術」 
特別集会報告「野⽣⽣物と交通」 
特別集会報告「環境アセスメント関連書

の公開と管理」 

14 巻２号 (2016 年) 
セミナー報告「環境社会配慮とアセスメ

ント」 
特集「フォローアップ」 

15 巻 1 号 (2017 年) 
シンポジウム報告「環境影響評価に関す

る技術⼿法の最新動向(Ⅱ)」 
特別集会報告「環境関連データのオープ

ンデーターベースの動向と課題」 
特別集会報告「21 世紀の環境政策と環

境アセスメント」 

15 巻２号 (2017 年) 
セミナー報告「陸上⾵⼒発電アセスメン

トの現状と課題」 
特集「環境アセスメント法制定 20 周年」 

16 巻 1 号 (2018 年) 
シンポジウム報告「太陽光発電の普及と

環境アセスメント」 
特別集会報告「グリーン・リージョンと

⽣物多様性オフセット・バンキング」 
特別集会報告「富⼠⼭の保全管理と景観

配慮の取組」 

 
16 巻２号 (2018 年) 

セミナー報告「環境アセスメントとグリ
ーンインフラ」 

特集「ＣＣＳと環境アセスメント」 

17 巻 1 号 (2019 年) 
シンポジウム報告「環境アセスメントが

活⽤されるための⼈・基盤づくり」 
特別集会報告「環境アセスメント資料の

アーカイブ化に向けて」 

17 巻２号 (2019 年) 
セミナー報告「過去の環境アセスメント

に学ぶ」 
特集「環境影響審査会の役割と課題」 

18 巻 1 号 (2020 年) 
シンポジウム報告「湾岸未来都市のある

べき環境像を模索する」 

18 巻２号 (2020 年) 
特集「これからの調査・予測技術」 

19 巻 1 号 (2021 年) 
シンポジウム報告「洋上⾵⼒発電と環境

アセスメント」 
特別集会報告「JICA 環境社会配慮ガイ

ドラインー10 年の歩みと改訂へ向
けて」 

19 巻２号 (2021 年) 
特集「環境社会配慮の現状」 
 

20 巻 1 号 (2022 年) 
シンポジウム報告「ビッグデータと環境

アセスメント」 

20 巻２号 (2022 年) 
報告「環境アセスメント学会創⽴ 20 周

年記念式典」 
特集「環境アセスメントのこれまでと今

後の展望」 
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学会誌の表紙（22 巻1 号、2022 年2 ⽉発⾏） 

 
○ 部会等の活動 

１．制度研究部会 

2003 年度 
第 1 回定例会「環境アセスメント制度の
動向について」 

2004 年度 
第 2 回定例会「国及び地⽅⾃治体にお
ける最近の SEA の動向〜計画策定段
階における適⽤事例研究〜」 

第 3 回定例会「海外における最近の
SEA の動向及び事例」 

第 4 回定例会「環境影響評価の基本的事
項に関する技術検討委員会報告」 

2005 年度 
第 5 回定例会「埼⽟県における戦略的環
境アセスメントの取組について」 

第 6 回定例会「景観法の概要と施⾏状況
について」 

2006 年度 
第 7 回定例会「河川事業の計画段階に
おける環境影響の分析⽅法の考え⽅」
の試⾏について」 

第 8 回定例会「我が国におけるＰＩ
（パブリック・インボルブメント）の
実状と課題」 

2007 年度 
第 9 回定例会「戦略的環境アセスメン
ト総合研究会報告（SEA 導⼊ガイドラ
イン）について」 

第 10 回定例会「農業農村整備における
環境対策の現状と課題について」 

第 11 回定例会「アセス法制度の課題
と改善点」 

第 12 回定例会「⽣活環境分野における
アセスメントの技術的⽀援のあり⽅」 

第 13 回定例会「⽣物多様性分野におけ
るアセスメントの技術的⽀援のあり⽅」 
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第 14 回定例会「環境アセスメントの
あるべき制度論」 

2008 年度 
第 15 回定例会「地球温暖化予測の不
確実性をどう考えるか」 

第 16 回定例会「⼟地区画整理事業の
計画決定の処分性を認めた最⾼裁判決
（平成 20 年 9 ⽉ 10 ⽇）について」 

2009 年度 
第 17 回定例会「地球温暖化『⽇本へ
の影響』-⻑期的な気候安定化レベル
と影響リスク評価-」 

2010 年度 
第 18 回定例会「CBD/COP10 報告」 

2011 年度 
第 19 回定例会「再⽣可能エネルギー
と環境アセスメント」 

2012 年度 
第 20 回定例会「再⽣可能エネルギー
とアセス制度」 

第 21 回定例会「海外の⾵⼒発電に係
る環境影響評価」「⾵⼒発電事業者の
視点での環境影響評価」 

2014 年度 
第 22 回定例会「2020 東京オリンピッ
クと環境アセスメント」 

2015 年度 
第 23 回定例会「アセス法施⾏令の軽
微変更について」 

2016 年度 
第 24 回定例会「条例における動向に
ついて」 

第 25 回定例会「環境アセスメントと
グリーンインフラ」 

 
 

 
2017 年度 
第 26 回定例会「洋上⾵⼒発電の取り
扱いについて」 

第 27 回定例会「環境アセスメントと
グリーンインフラ」 

第 28 回定例会「環境アセスメントと
グリーンインフラ２」 

2018 年度 
第 29 回定例会「ポジティブ・アセス
について」 

第 30 回定例会「東京都環境影響評価
制度の⾒直し－中間まとめについて」 

第 31 回定例会「太陽光発電施設等に
係る環境影響評価の基本的考え⽅に関
する検討会報告書(案)について」 

2019 年度 
第 3２回定例会「環境影響評価法の今後
の改正案のあり⽅と⽅向性を考える
(１)」 

第 3３回定例会「環境影響評価法の今後
の改正案のあり⽅と⽅向性を考える
(2)」 

2020 年度 
第 3４回定例会「IAIA ⽂書を読み解く
(その１) 持続可能性・戦略アセス」 

第 35 回定例会「IAIA ⽂書を読み解く
(その２) 累積的影響、波及影響の評
価」 

2021 年度 
第 36 回定例会「環境影響評価法と再
⽣可能エネルギーの促進（⾵⼒発電所
規模要件、改正温暖化対策法など）」 
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2．⽣態系研究部会 

2003 年度 
第 1 回定例会「ヤマトシジミの HSI モ
デル構築と⽣息環境の評価」 

第 2 回定例会「⽣態系の定量的評価⼿
法への期待と課題」 

第 3 回定例会「川の⾃然再⽣の取り組
みについて」 

2004 年度 
第 4 回定例会「海外の定量的⽣態系評
価の現状と傾向」 

第 5 回定例会「オオタカの⽣態と⽣息
環境-現地調査の知⾒も含めて-」 

2005 年度 
第 6 回定例会「野⽣動物の⽣息地評価－
欧州における事例と GIS の適⽤につい
て－」 

第 7 回定例会「浅海域における⽣態系
定量評価に向けた試み」 

2006 年度 
第 8 回定例会「横浜市の環境アセスメ
ント・・・開発⾏為を伴う事業の事例
から」 

第 9 回定例会「環境アセスメントにお
ける⼟壌インベントリーの新たな位置
づけ」 

2007 年度 
第 10 回定例会「地球温暖化対策の枠
組みにおける森林」 

2008 年度 
第 11 回定例会「⽣物多様性基本法の成
⽴とこれからの環境アセスメント」 

第 12 回定例会「⽣態系評価と⽔質評
価の融合－三河湾の事例より－」 

2009 年度 
第 13 回定例会「⽣物多様性条約締約 

 
国会議ＣＯＰ１０に向けての⽣物多様
性総合評価」 

第 14 回定例会「ダム撤去における球
磨川荒瀬ダムの位置づけ－荒瀬ダム撤
去におけるＨＥＰ調査の可能性－」 

第 15 回定例会「⽣物多様性オフセッ
トとは︖ CBD/COP10 を前にその国
際動向を学ぶ」 

2010 年度 
第 16 回定例会「⽣物多様性オフセッ
ト・バンキングの⽇本における展望」 

第 17 回定例会「⽣物多様性ノーネッ
トロス政策の⽇本への導⼊の課題」 

第 18 回定例会「⽣物多様性保全型都市
づくりを⽀える環境情報システムＧＡ
ＩＡ〜逗⼦市の環境アセスメント制度
から〜」 

第 19 回定例会「戦略的環境アセスメ
ントと⽣物多様性オフセットのあり
⽅」 

2011 年度 
第 20 回定例会「⼈間社会のベクトルと⽇
本の環境アセスメントの構造と機能の
検証」 

2013 年度 
第 21 回定例会「⽣物多様性の保全に
関する国際動向について」 

第 22 回定例会「環境アセスメントに
おける⽣物多様性分野の計画段階配慮
書技術ガイド」 

第 23 回定例会「施⼯会社の携わる環
境保全措置事例」 

第 24 回定例会「SEA における⽣物多
様性地域戦略活⽤の展望」 

2014 年度 
第 25 回定例会「⾥⼭⽣態系保全を推
進する“⾥⼭バンキング”」 
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第 26 回定例会「都市における⽔辺の
⽣態系再⽣」 

第 27 回定例会「IAIA の⽣物多様性ア
セスメントの理想と途上国⽀援での⽣
態系アセスメントの現実」 

2015 年度 
第 28 回定例会「北陸新幹線・中池⾒
湿地における環境影響評価⼿続と計画
ルートについて」 

2016 年度 
第 29 回定例会「⽇本への⽣物多様性
オフセット導⼊に向けた⽣態系の定量
評価について 

第 30 回定例会「韓国のエコロジカ
ル・ネット―ワーク形成における評価
⼿法について」 

2017 年度 
第 31 回定例会「環境影響評価におけ
る⽣物多様性保全に関する参考事例
集」について」 

第 32 回定例会「⽣物多様性⺠間参画
ガイドライン（第 2 版）と国内の⽣物
多様性オフセット事例」 

2018 年度 
第 33 回定例会「ブリジストンの環境
の取り組み〜⽣物多様性ノーネットロ
スに向けて〜」 

2019 年度 
第 34 回定例会「地域社会特性と⽣態
系サービスを考慮したサンゴのオフセ
ット〜バヌアツ共和国の港湾開発事業
の事例〜」 

2020 年度 
第 35 回定例会「⾚道原則と邦銀によ
る投融資 〜環境アセスメントと⽣物
多様性オフセットに焦点をあてて〜」 

 

 
2021 年度 
第 36 回定例会「フクロウの HSI モデ
ルとその適⽤」 

 

３．公開セミナー 

2003 年度 
第 1 回セミナー「住⺠参加による政策形
成は可能か－三番瀬円卓会議を例にして」 

2004 年度 
第 2 回セミナー「⽔域⽣態系機能の定量的
評価について－⽣態系の評価法、⽔域編」 

2005 年度 
第 3 回セミナー「どう変わる︖環境ア
セスメント技術の最前線」 

2006 年度 
第 4 回セミナー「地⽅のアセスメント
から学ぶ」 

2007 年度 
第 5 回セミナー「地域環境情報とコミ
ュニケーション」 

2008 年度 
第 6 回セミナー「廃棄物処理における環
境アセスメントの果たす役割と課題」 

2009 年度 
第７回セミナー「アセス審査会のあり
⽅について」 

2010 年度 
第８回セミナー「事後調査の現状と課
題－今後のあり⽅について－」 

2011 年度 
第９回セミナー「スモールアセス－現
状と課題について」 

講演１︓「川崎市における⾃主アセスに
ついて」 
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講演２︓「世⽥⾕区における環境配慮制
度について」 

講演３︓「(社)⽇本環境アセスメント協
会の⾃主アセスに対する取り組み」 

2012 年度 
第 10 回セミナー「コミュニケーショ
ンについて」 

講演１︓「東京都環境影響評価⼿続にお
ける住⺠意⾒の取り扱いについて」 

講演 2︓「ＪＥＡＳにおけるコミュニケー
ションの検討」 

講演 3︓「環境影響評価制度におけるコ
ミュニケーション促進の⼿段」 

講演４︓「事業者の視点から⾒たコミュ
ニケーション」 

2013 年度 
第 11 回セミナー「⾵⼒発電施設に係
る環境影響評価の現状と課題―今後の
⽅向性について―」 

講演１︓「⾵⼒発電の法アセス対象追加
と環境省の取組」 

講演 2︓「動植物⽣態系の環境影響」 
講演 3︓「騒⾳・超低周波⾳の環境影響評
価」 

講演４︓「海外事情から⾒える課題」 
講演５︓「海外発電事業の現状－環境影
響評価法対象事業となってー」 

2014 年度 
第 12 回セミナー「海域⽣態系の環境影
響評価における現状と技術開発」 

講演１︓「沿岸海域⽣態系について」 
講演 2︓「海⾯埋⽴等における海域⽣態
系調査の現状」 

講演 3︓「洋上⾵⼒発電と海域影響調査」 
講演 4︓「海域⽣態系影響予測の技術
開発」 

 
 

 
2015 年度 
第 13 回セミナー「環境影響評価に関
する技術⼿法の最新動向（Ⅰ）」 

講演１︓「環境影響評価に係る技術につい
て」 

講演 2︓「環境アセスメントの技術（⽣
活環境分野）の動向について」 

講演 3︓「道路交通騒⾳モデルの変遷」 
講演４︓「⾵⼒発電に係る騒⾳・低周波
⾳の予測技術」 

2016 年度 
第 14 回セミナー「環境社会配慮とア
セスメント」 

講演１︓「社会配慮と CSR」 
講演 2︓「ISO26000 社会的責任規格の
意義と可能性」 

講演 3︓「社会・環境価値の創出(CSV)
を⽬指す CSR: 包括的アプローチとし
ての⾃然資本」 

2017 年度 
第 15 回セミナー「陸上⾵⼒発電アセ
スメントの現状と課題」 

講演 1︓「⾵⼒発電に係る取組と環境ア
セスメント」 

講演 2︓「⾵⼒発電施設による社会影
響・環境紛争の発⽣状況とその要因」 

講演 3︓「⾵⼒発電施設から発⽣する騒
⾳等の評価⼿法」 

2018 年度 
第 16 回セミナー「環境アセスメント
とグリーンインフラ」 

講演 1︓「グリーンインフラとは」 
講演 2︓「グリーンインフラの歴史と機能」 
講演 3︓「環境アセスメントへの応⽤」 
講演 4︓「環境アセスメント制度を巡る
最近の動向」 
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2019 年度 
第 17 回セミナー「過去の環境アセス
メントに学ぶ」 

講演 1︓「藤前⼲潟」 
講演 2︓「愛・地球博」 
講演 3︓「都⼼部開発事例」 

2021 年度 
第 18 回セミナー「環境アセスメント
の新たな展開」 

講演 1︓「スモールアセスの勧め」 
講演 2︓「戦略的環境アセスメント」 
講演 3︓「気候変動対策における環境アセ
スメントの役割」 

講演４︓「2025 年⽇本国際博覧会にお
ける持続可能性〜アセスメントの実施
について」 

 
４．研究⼤会 シンポジウム等 

2007 年度 
シンポジウム「環境影響評価法運⽤の
10 年」 

2008 年度 
シンポジウム「環境影響評価法の⾒直
しに向けて－不確実性の取り扱いを中
⼼に－」 

2009 年度 
公開シンポジウム「アセス法改正 総合
研究会報告書をとりまとめて」 

トレ－ニングワークショップ「EIA 審査
の国際基準－UNEP トレーニングキット
より」 

2010 年度 
公開シンポジウム「⽣物多様性保全に
おける環境アセスメントの役割」 

2011 年度 
学会 10 周年記念シンポジウム「アセ 
 

 
ス法のこれまでと、これから」 
⼀般公開シンポジウム「エネルギー政策
選択に向けた戦略的環境アセスメント」 

ワークショップ「10 周年記念出版ワー
クショップ」 

ワークショップ「環境アセスメント関
連図書の管理」 

2012 年度 
企画委員会開催シンポジウム「アセス法
改正による地⽅⾃治体条例の動向」 

⼀般シンポジウム「環境アセスメント
における⽣物多様性分野の定量評価と
ミティゲーション・ヒエラルキー」 

エクスカーション︓九州⼤学伊都キャン
パス 

2013 年度 
シンポジウム１「スモールアセス〜⾃
主アセス・ミニアセスの動向〜」 

シンポジウム２「環境アセスメントの新
展開〜配慮書⼿続の運⽤の課題と期待」 

エクスカーション︓都市型ビオトー
プ、省エネ及び震災関連技術 

2014 年度 
企画委員会主催シンポジウム「化⽯エ
ネルギーの有効活⽤と環境アセスメン
トとの関わり」 

⼤会実⾏委員会主催シンポジウム「再
⽣可能エネルギーと環境アセスメント」 

エクスカーション︓千葉⼤学⻄千葉キ
ャンパス 

2015 年度 
企画委員会主催シンポジウム「わが国
の環境アセスメントと国際社会」 

特別集会Ⅰ「地熱発電所など冷却塔排
気の環境アセスメント技術 

特別集会Ⅱ「野⽣⽣物と交通」の現状
とその課題 
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特別集会Ⅲ「アセス電⼦図書の管理 
エクスカーション︓⿓⾕の森⾒学ツアー 

2016 年度 
企画委員会主催シンポジウム「環境影
響評価に関する技術⼿法の最新動向
（Ⅱ）」 

特別集会「環境関連データのオープン
データソースの動向と課題」 

2017 年度 
シンポジウム「太陽光発電の普及と環
境アセスメント」 

特別集会「グリーン・リージョンと⽣
物多様性オフセットバンキング」 

特別講演「富⼠⼭の保全管理 と景観配
慮の取り組み」 

エクスカーション︓富⼠⼭世界遺産セ
ンター及び忍野⼋海等の⾒学 

2018 年度 
シンポジウム「環境アセスメントが活
⽤されるための⼈・基盤づくり」 

特別集会「環境アセスメント資料のア
ーカイブ化に向けて」 

エクスカーション︓豊洲新市場の⾒学 

2019 年度 
シンポジウム「湾岸未来都市のあるべ
き環境像を模索する」 

エクスカーション︓2025 ⼤阪・関⻄
万博開催地・夢洲等の視察 

2020 年度 
シンポジウム「洋上⾵⼒発電と環境ア
セスメント」 

エクスカーション︓（中⽌） 

2021 年度 
シンポジウム「ビックデータと環境ア
セスメント」 

エクスカーション︓（中⽌） 
 

 
2022 年度 
シンポジウム「環境影響評価の多様な
発展に向けて」 

エクスカーション︓（中⽌） 
 

５．サロン会 

2004 年度 
第 1 回サロン会「国際影響評価学会
（ＩＡＩＡ）総会に関する報告」 

第 2 回サロン会「ＯＤＡと環境アセス
メント」 

第 3 回サロン会「JICA 環境ガイドライ
ンについて」 

2006 年度 
第 4 回サロン会「環境影響評価法の⼀
部改正案を検討する」 

第 5 回サロン会「環境アセスメント⼠
（社団法⼈⽇本環境アセスメント協会
認定資格）の育成を考える」 

2007 年度 
第 6 回サロン会「廃棄物処理を巡る最
近の動向」 

第 7 回サロン会「廃棄物処理を巡る最
近の動向〜⾃治体における取り組み」 

第１回関⻄サロン会「戦略的環境アセ
スメントガイドラインについて」 

200８年度 
第１回サロン会「東京都における環境影
響評価審査会の現状及び課題」 
「埼⽟県における環境影響評価審査会
の現状及び課題」 

第２回サロン会「横浜市の環境影響評
価審査会の運⽤について」 
「川崎市における環境影響評価審査会
の運⽤について」 
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2009 年度 
第１回サロン会「神奈川県の事後調査
の現状と課題」、「東京都の事後調査の
現状と課題」 

第２回サロン会「事後調査の現状と課
題」 

第３回サロン会「事後調査の現状と課
題」 

2010 年度 
第１回サロン会「⾃主的環境影響評価
について－JEAS 研究部会成果報告」 

第２回サロン会「川崎市における⾃主
アセスについて」 

第３回サロン会「世⽥⾕区における⾃
主アセスについて」 

2011 年度 
第１回サロン会「川崎市環境影響評価
⼿続における住⺠意⾒の取り扱いにつ
いて」 

「JEAS におけるコミュニケーションの
検討」 

第２回サロン会「海外におけるコミュ
ニケーションを中⼼として」 

「情報公開と著作権の検討状況につい
て」 

2012 年度 
第１回サロン会「再⽣可能エネルギー
と環境アセスメント その２・⾵⼒発
電所」 

第２回サロン会「海外の⾵⼒発電施設に
係る環境影響の現状」「⾵⼒発電施設の
事業」 

2013 年度 
第１回サロン会「海域⽣態系の特徴につ
いて」「法アセスにおける海域⽣態系の
現状」 

 
 

 
第２回サロン会「海域⽣態系予測の技
術開発」 

第３回サロン会「⿂類と⽣息場を⽤い
た⽣物多様性評価の試み」「海外の洋
上⾵⼒発電環境影響評価の現状」 

2014 年度 
第１回サロン会「環境アセスメント技
術・⽣活環境分野の動向について」 

「道路交通騒⾳予測モデル（ASJ-RTN
モデル）の変遷について」 

2015 年度 
第１回サロン会「環境社会配慮の意義
と役割」「JICA 環境社会配慮ガイドラ
インの運⽤と課題」 

「参加型と環境社会配慮 -環境社会配
慮は“配慮”を超えるのか-」 

第２回サロン会「環境社会配慮と
CSR」 

 「ISO26000 社会的責任規格の意義と 
可能性」「社会・環境価値の創出
(CSV)を⽬指す CSR︓包括的アプロ
ーチとしての⾃然資本」 

2016 年度 
第１回サロン会「⾵⼒発電施設による社
会影響・環境紛争の発⽣状況とその要因」 

「⾵⼒発電施設から発⽣する騒⾳等の
評価⼿法」 

2017 年度 
第１回サロン会「グリーンインフラと
は」 

第２回サロン会「グリーンインフラの歴
史と機能、環境アセスへの応⽤」 

第３回サロン会「グリーンインフラと
環境アセスメント」 
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2018 年度 
第１回サロン会「第 5 次環境基本計画
や⾄近の環境アセスメントの動向等に
ついて」 

第２回サロン会「過去のアセスに学ぶ
〜都市部開発事業に係るアセス」 

第３回サロン会「過去のアセスに学ぶ
〜藤前⼲潟、愛・地球博〜」 

2019 年度 
第１回サロン会︓中⽌ 

2020 年度 
第１回サロン会「戦略的環境アセスメ
ント」「スモールアセスの勧め」 

2021 年度 
第１回サロン会「コロナ渦におけるコ
ミュニケーション」 

 

６．全国キャラバン講習会 

第１回 全国キャラバン講習会 
2010 年 1 ⽉ 29 ⽇(⾦)、⼤阪府⼤阪市 

・「環境アセスメントを活かそう＜環境
アセスメントの⼼得＞」 

・「公共事業を中⽌するときなど今⽇的
な課題を含む環境影響評価の考え⽅」 

第 2 回 全国キャラバン講習会 
2011 年 7 ⽉ 15 ⽇（⾦）、福岡県福岡市 
・「環境アセスメント制度を巡る最近の

動向－改正環境影響評価法の要点及び
対応⽅向と⾵⼒発電施設に係る環境影
響評価」 

・「改正環境影響評価法の概要と戦略的
環境アセスメントの事例紹介」 

第３回 全国キャラバン講習会 
2014 年 10 ⽉ 29 ⽇（⽔）、宮城県仙台市 
・「グリーンファイナンス事業による環

境配慮について」 

 
・「学会作成⼩冊⼦「環境アセスメント

の⼼得」について」 

第４回 全国キャラバン講習会 
2015 年 11 ⽉ 5 ⽇（⽊）、⻑野県⻑野市 
・「⻑野県環境影響評価条例の改正につ

いて」 
・「「環境アセスメントの世界」へ〜環

境アセスメントの⼼得〜」 
・「スモールアセス・⾃主アセス事例の

紹介」 
・「アセス終了後のフォローのあり⽅」 

第５回 全国キャラバン講習会 
2016 年 10 ⽉ 29 ⽇（⼟）、静岡県静岡市 

・学会案内 
・講演 1「環境アセスメントの意義と最

近の動向」 
・講演２「⼩冊⼦“環境アセスメントの

⼼得”について」 
・講演３「⽣物多様性分野の最新動向」 
・情報提供「静岡市環境影響評価制度に

ついて」 
・意⾒交換（参加者全員） 

第６回 全国キャラバン講習会 
2017 年 11 ⽉ 2 ⽇（⽊）、広島県広島市 

・学会案内 
・講演 1「環境アセスメントの意義と最

近の動向」 
・講演 2「⼩冊⼦“環境アセスメントの

⼼得”について」 
・講演 3「スモールアセスについて」 
・情報提供「事例から考える環境管理セ

ンター︓Big Front ひろしまができる
まで」 

・意⾒交換（参加者全員） 
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第７回 全国キャラバン講習会 
2018 年 11 ⽉ 24 ⽇（⼟）、⽯川県⾦沢市 

・学会案内 
・講演 1「環境アセスメントの意義と最

近の動向」 
・講演 2「環境アセスメントの⼼得〜持続

可能な環境・社会に役⽴てる︕」 
・講演 3「環境アセスメントとグリーン

インフラ」 
・講演 4「⽯川県における環境アセスメ

ントについて」 
・⽯川県内アセス実施機関の紹介 
・意⾒交換（参加者全員） 

第 8 回 全国キャラバン講習会 
2019 年 11 ⽉ 6 ⽇（⽔）、北海道札幌市 

・学会案内 
・講演 1「環境アセスメント学⼊⾨〜持続

可能な環境・社会に役⽴てる︕」 
・講演 2「環境アセスメントの意義と最

近の動向」 
・講演 3「北海道における環境アセスメ

ントの課題」 
・北海道内アセス実施機関の紹介 
・意⾒交換（参加者全員） 
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